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研究成果の概要（和文）：癌において転移は多段階かつ複雑な機構を経て成立し、がん患者の予後に大きな影響を与え
る。近年、microRNA (miRNA)による遺伝子調節が癌の発生・進展に寄与していることが示唆されている。今回、口腔扁
平上皮癌の悪性形質、特に転移における腫瘍抑制的miRNAの機能的意義を検討するとともに、新たな転移関連分子およ
び新規分子ネットワークの同定を試みた。研究の結果、転移関連miRNAであるmiR-Xは転移関連分子の遺伝子発現の調節
を介してOSCCの転移機構において抑制的に作用することが明らかとなり、miR-Xが新たな診断・治療標的となりうるこ
とが示唆された。

研究成果の概要（英文）：The progression of treatment resistant cancer cells is a multistep and 
complicated process, frequently leading to a poor prognosis in cancer patients. Recently, growing 
evidence has indicated that deregulation of microRNAs (miRNAs) contributes to tumor progression in oral 
squamous cell carcinoma (OSCC),such as metastasis,chmoresistance and radioresistance. The purpose of this 
study was to investigate the functional significance of tumor-suppressive miRNA in cancer cells and to 
identify novel miRNA-mediated cancer pathways and responsible genes in treatment resistant OSCC, 
especially metastasis. In the present study, metastasis-related miRNA (tentative name; miR-X） has a 
tumor-suppressing role in metastasis in OSCC via regulating metastasis related molecules, suggesting 
miR-X as a potential new diagnostic and therapeutic target for the treatment of OSCC.

研究分野： 口腔扁平上皮癌
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１．研究開始当初の背景 
口腔扁平上皮癌  (Oral squamous cell 

carcinoma: OSCC) は口腔癌の 80%を占め
る疾患であり、診断・治療法が進歩した現在
でも治療成績に劇的な向上はみられない。そ
の原因として癌細胞が有する高増殖能、高浸
潤・転移能や治療抵抗性の存在があり、その
制御機構の解明が腫瘍制御において重要で
ある。 
近年、低分子 RNA である microRNA

（miRNA）が見いだされ、癌の発生・進展・
転移・治療抵抗性獲得の各局面で深く関わる
ことが明らかとなっている。miRNA は蛋白
質をコードしない 18-24 塩基程度の内在性
small RNA として発見され（Pasquinelli et 
al. Nature 2000）、標的遺伝子の転写阻害と
転写後の翻訳阻害を介して生命現象に関与
することが知られている（Kloosterman et al. 
Dev Cell 2006, Stefani et al. Nat Rev Mol 
Cell Biol 2008）。また、miRNA の発現異常
は細胞内における蛋白質の撹乱を引き起こ
し、癌などの疾患において重要な役割を担っ
ていることが明らかにされ（Calin et al. Nat 
Rev Cancer 2006）、口腔癌においても近年報
告がなされている。 
しかし、OSCC において高悪性度を有する

腫瘍細胞における miRNA の発現様式とその
悪性形質制御機構については、未だにその詳
細は不明である。 

 
２．研究の目的 
本研究では OSCC の病態解明および

OSCC 癌幹細胞を標的とした新たな診断・治
療法の開発を目的として、OSCC の発生・進
展における miRNA を中心とした新規分子ネ
ットワークの解明を目指した。 
 
３．研究の方法 
OSCCの転移に関与するmiRNAを同定するた

め、高転移 OSCC 細胞株の網羅的 miRNA アレ
イ解析を行い候補となる癌抑制型miRNAを検
索した。同定した miRNA（仮称；miR-X）を強
制発現する OSCC 細胞株を 2 株樹立し、増殖
能、遊走能、浸潤能を in vitro で評価した。
また、樹立した miR-X 高発現 OSCC 細胞株と
マウス同所異種移植モデルを用いてmiR-Xが
転移に与える影響について評価した。続いて
miR-X の標的遺伝子を同定するために親株と
miR-X 高発現 OSCC 細胞株の cDNA マイクロア
レイ解析および公共データベースによる in 
silico 解析を行った。同定された miR-X 標的
遺伝子の OSCC の浸潤・転移における機能的
意義を機能抑制実験にて検証した。 
 

４．研究成果 
本研究は、口腔扁平上皮癌のがん幹細胞性

に関連する悪性形質のうち転移能・治療抵抗
性に関連する miRNA の解析を行った。申請者
が当科で樹立した高転移OSCC細胞株（Tanaka 
et al. Cancer Sci 2012）や抗癌剤耐性 OSCC

細胞株（Nagata et al. Br J Cancer 2011）
の各細胞株の網羅的解析を行ったが、抗癌剤
耐性株では安定した結果が得られなかった。
そこで、浸潤・転移能に関して引き続き研究
を行った。 
【miR-X は高転移性 OSCC で低発現している】 
当科にて樹立した高転移 OSCC 細胞株

（GSAS/N5）を親株である GSAS/N0 の miRNA
アレイを行ったところ、高転移株で miR-X が
著明に発現低下を示すことを見出した。 
このことから、miR-X は転移に関係する

miRNA であることが示唆された。 

図 1：miRNA マイクロアレイの結果 
 

【miR-X は OSCC の悪性形質に関与する】 
 miR-X の機能的意義を検討するためにヒト
検体及び OSCC 細胞株で発現解析を行った。
結果、miR-X はヒト検体において腫瘍で有意
に発現が減少していた。更に、高転移性 OSCC
細胞株で減少する傾向を認めた。 

図 2：miR-X の発現解析 
 

【miR-X は OSCC 細胞の浸潤能を抑制する】 
miR-X 高発現 OSCC 株を樹立し、miR-X の機

能解析を遊走能・浸潤能に着目して行った。
in vitroにおいて miR-X高発現細胞株は遊走
能・浸潤能の有意な低下を示した。 

図 3：miR-X 高発現細胞株樹立と機能解析 
 
 
 



【miR-X は動物モデルでも転移を抑制する】 
in vitroにおける表現型を同所異種移植モ

デルにおいて検証したところ、miR-X 高発現
OSCC 細胞ではリンパ節転移の有意な減少を
認めた（表 1）。一方、腫瘍体積には有意差は
認めなかった（図 4）。このことからこの現象
が腫瘍の転移能に大きく依存していること
が示唆された。 
 

表 1：miR-X 高発現 OSCC の転移能 

図 4:miR-X 高発現 OSCC 細胞株の腫瘍体積 
 
【IMR-1 は miR-X の標的遺伝子である】 

網羅的解析から miR-X の標的遺伝子
IMR-1（仮称）を同定した。 

図 5：miR-X 標的遺伝子の検索 
 

miR-X 高発現 OSCC 細胞では、IMR-1 の発現
は mRNA レベル、タンパクレベルいずれにお
いても減少していた。 

図 5:IMR-1 発現解析 
 
【IMR-1 は OSCC の浸潤能を制御する】 
IMR-1 発現抑制によって、OSCC 細胞の遊走

能、浸潤能は有意に抑制された。 

 
図 6：IMR-1 の発現抑制と浸潤能の関係 

 

 
 
【IMR-1 は患者の病態・予後と関連する】 
 OSCC 臨床検体における解析を行った結果、
IMR-1 高発現は腫瘍の浸潤様式および患者の
予後を強く相関した。 

図 7:IMR-1 の OSCC 患者における臨床的意義 
 

以上の知見から、下図に示すような miR-X
を中心とした新たな浸潤・転移機構の分子ネ
ットワークの一端が明らかとなった。 

図 8：miR-X を中心とした転移制御機構 
 
今後、IMR-1 の下流でどのような分子が転

移に関わるかを明らかにするとともに、
miR-X の他の標的分子についても解析を進め
る予定である。尚、本研究成果は検証実験を
進めた後、海外学術雑誌へ投稿予定である。 
一方、抗癌剤耐性、放射線耐性に関与する

miRNA の同定及び機能解析については今回の
研究期間中に明らかにすることはできなか
った。これに対しては新たに抗癌剤および放
射線耐性 OSCC 細胞株を樹立し、複数の miRNA
アレイ解析から候補となるmiRNAの絞り込み
および機能解析を行う予定である。 
尚、本研究過程に関連し、がん幹細胞に関

連する悪性形質制御に関わる複数のmiRNAが
Notch シグナル関連分子やインターロイキン
6（IL-6）を標的としていることを見出した。
このことから、Notch1 や IL-6 ががん悪性形
質に与える影響や臨床的意義についても着
目し、いくつかの知見をえた。現在それらに
ついても更に検討を行っている。 
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